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■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

活
用
く
だ
さ
い

　

中
建
国
保
・
労
災
・

共
済
の
情
報
は
組
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ス
マ

ホ
に
も
対
応
）
で
も
見

ら
れ
ま
す
の
で
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

７支部から16人が参加

折鶴と名水を献納
　　　　　広島・長崎慰霊祭

　

８
月
４
日
、
建
設
山
口

本
部
会
館
を
会
場
に
、
７

支
部
16
人
の
参
加
で
第
40

回
建
設
山
口
技
能
競
技
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

競
技
課
題
は
「
四
方

転
び
踏
み
台
の
作
製
」

及
び
「
現
寸
図
の
作
成
」

を
６
時
間
で
完
成
さ
せ

る
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
荒
木
副
委
員

長
、
𦿷
技
対
部
長
、
生
田

　
原
爆
投
下
で
犠
牲
と

な
っ
た
建
設
労
働
者
・

職
人
の
御
霊
へ
の
慰
霊

祭
が
８
月
５
日
に
広
島
、

８
月
８
日
に
長
崎
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
建
設
山
口
か
ら
は
、

広
島
の
慰
霊
祭
に
山
田

書
記
長
、
主
婦
の
会
か

ら
会
長
の
藤
永
恵
子
さ

ん
（
吉
南
）
と
湯
川
由

美
子
さ
ん
（
宇
部
）
が

参
加
。
長
崎
の
慰
霊
祭

に
は
、
吉
村
委
員
長
と

熊
谷
組
織
部
長
、
主
婦

の
会
か
ら
会
長
の
藤
永

恵
子
さ
ん
（
吉
南
）
と

河
村
京
子
さ
ん
（
防
府
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
広
島
の
平
和
記
念
公

園
内
「
原
爆
犠
牲
建
設

労
働
者
・
職
人
の
碑
」

来
年
は
山
口
で
全
国
大
会
開
催

金賞の𦿷さん

　保険料は、皆さんが病気や
けがをしたときの医療費や、
償還金・傷病手当金・出産育
児一時金など様々な保険給付
の費用にあてる大切な財源で
す。保険料はみんなで負担す

るものですから、保険料の納
入が遅れる方がいると、中建
国保の財政運営に大きく影響
します。
　また、保険料を滞納される
と、通例定める期日（有効期

限）よりも、前の期日までの
被保険者証（短期被保険者証）
が交付されることがあります。
　保険料はきちんと、決めら
れた日までに納めるようお願
いします。

保険料は
決められた日までに

青
年
部
長
の
あ
い
さ
つ
。

そ
の
後
、
競
技
委
員
か
ら

課
題
の
説
明
を
受
け
た
あ

と
、
参
加
者
は
現
寸
図
作

成
か
ら
加
工
組
立
ま
で
の

競
技
に
入
り
ま
し
た
。

　

９
時
、
開
始
の
合
図
と

と
も
に
競
技
が
始
ま
り
、

現
寸
図
の
作
成
に
取
り
掛

銀賞の田端さん

か
り
ま
す
。
早
い
人
で
は

30
分
程
度
で
書
き
上
げ
る

な
ど
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
部
材
の
木
削

り
か
ら
墨
つ
け
、
組
立
て

加
工
へ
。
昼
食
休
憩
を
挟

み
、
午
後
３
時
45
分
ま
で

の
６
時
間
、
競
技
は
続
き

ま
し
た
。

　

競
技
委
員
の
審
査
が
行

わ
れ
、
結
果
は
金
賞
に
𦿷

涼
輔
さ
ん
（
豊
浦
・
30
）、

銀
賞
に
田
端
英
二
さ
ん

（
豊
浦
・
21
）、
銅
賞
に
村

田
淳
さ
ん
（
長
門
・
32
）、

４
位
に
柴
本
羊
次
朗
さ
ん

（
山
口
・
33
）
と
な
り
、

𦿷
さ
ん
は
４
年
連
続
の
金

賞
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
は
一
般
の

部
（
37
歳
以
上
）
に
６
人

が
参
加
。
𦿷
技
対
部
長
を

は
じ
め
、
過
去
に
全
国
大

会
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

山
根
学
さ
ん
（
阿
東
）
な

ど
が
参
加
し
、
来
年
、
山

口
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
に
向
け
て
、
弾
み
を

付
け
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

◇
◇
◇　

◇
◇
◇

　

こ
の
技
能
競
技
大
会
は

伝
統
工
法
の
維
持
継
承
、

後
継
者
育
成
を
目
的
と
し

て
毎
年
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
全
建
総
連
の
全
国
青

年
技
能
競
技
大
会
の
予
選

を
兼
ね
て
お
り
、
満
36
歳

以
下
の
上
位
入
賞
者
が
全

国
大
会
に
進
む
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

建
設
山
口
は
、
過
去

の
全
国
大
会
に
お
い
て
、

輝
か
し
い
実
績
を
残
し

て
い
る
と
同
時
に
、
第

１
回
の
開
催
か
ら
連
続

出
場
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
松
山
市
の
「
愛

媛
県
武
道
館
」
で
開
催

さ
れ
る
第
40
回
全
建
総

連
全
国
青
年
技
能
競
技

大
会
に
は
、
上
位
入
賞

者
の
４
人
が
挑
み
ま
し

た
。

　

全
国
大
会
詳
細
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。

上
位
上
位
44
人
が
全
国
大
会
へ

人
が
全
国
大
会
へ

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮

第40回技能第40回技能
競技大会競技大会

折鶴を献納する湯川さん（８/５広島）

前
で
開
催
さ
れ
た
慰
霊

祭
に
は
、
全
国
の
33
県

連
・
組
合
か
ら
１
６
５

人
が
参
列
。
原
爆
犠
牲

者
の
御
霊
を
慰
め
る
た

め
、
各
組
合
の
代
表
の

手
に
よ
っ
て
19
ヶ
所
の

名
水
を
献
水
し
、
約

16
万
羽
の
折
鶴
が
献
納

さ
れ
ま
し
た
。

　
建
設
山
口
か
ら
は
、

主
婦
の
会
で
集
約
し
た

折
鶴
１
０
２
３
３
羽
を

献
納
し
、
名
水
百
選
の

ひ
と
つ
で
あ
る
「
別
府

弁
天
池
湧
水
」
を
献
水

し
ま
し
た
。
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中
建
国
保
の
保
険
証
は
３
月
末
ま
で

全
国
の
仲
間
と
団
結

　
　
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め

　
　
労
働
環
境
の
改
善
を
求
め

逆
転
の
建
設
山
口
に
期
待　

　
　
　

５
つ
の
目
標　

19
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

　
「
全
建
総
連
７
・
12
賃
金
・

単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要

求
中
央
総
決
起
大
会
」
が

７
月
12
日
、
東
京
・
日
比

谷
大
音
楽
堂
・
小
音
楽
堂

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

全
国
46
県
連
・
組
合
か

ら
２
０
０
１
人
が
参
加
。

建
設
山
口
か
ら
は
、
吉
村

執
行
委
員
長
を
は
じ
め
代

表
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
中
西
中
央
執

行
委
員
長
が
主
催
者
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
採
択
さ
れ

た
「
建
設
労
働
者
の
雇
用

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
等
改

正
法（
改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
）
が
令
和
６
年
５
月
27

日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

令
和
６
年
12
月
２
日
に
現

行
の
被
保
険
者
証
は
廃
止

さ
れ
、
健
康
保
険
証
の
利

用
登
録
が
さ
れ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
へ
移
行
さ

れ
ま
す
。

　

改
正
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

の
施
行
時
点
で
有
効
な
被

保
険
者
証
は
そ
の
時
点
か

ら
最
長
１
年
間
は
使
用
で

き
る
経
過
措
置
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
中
建
国
保
の

被
保
険
者
証
は
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
利
用
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
３
日
、
山
口
市
の

「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ　

Ｏ
Ｎ　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
に

て
17
支
部
57
人
（
講
師
含

各支部から役員・事務員が参加

改
善
、
担
い
手
確
保
・
育

成
に
関
す
る
請
願
」
に
触

れ
仲
間
の
協
力
に
感
謝
を

述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
政
党
代
表
か
ら
激
励
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
勝
野
書

記
長
か
ら
要
求
の
２
つ
の

柱
と
し
て
「
①
大
幅
な
賃

金
・
単
価
の
引
き
上
げ
、

若
年
労
働
者
が
入
職
し
や

す
い
労
働
環
境
へ
の
改
善

吉田議員（中央上）

む
）
の
参
加
で
各
支
部
書

記
長
事
務
担
当
者
会
議
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
全
建
総
連

の
竹
谷
組
織
部
長
を
講
師

に
迎
え
、「
繋
が
り
の
始

ま
り
へ　

拡
大
行
動
こ
そ

が
組
織
強
化
・
こ
れ
か
ら

始
ま
る
逆
転
の
建
設
山

口
」
と
題
し
た
講
演
を
受

け
ま
し
た
。

　

全
建
総
連
組
織
部
64
期

の
基
本
方
針
で
あ
る
組
織

拡
大
・
強
化
５
つ
の
重
点
、

①
基
礎
組
織
の
確
立
強
化

（
人
づ
く
り
の
強
化
）
②

法
人
・
個
人
事
業
所
対
策

③
書
記
局
・
専
従
者
の
育

成
強
化
④
青
年
部
・
主
婦

の
会
と
の
連
携
強
化
⑤
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
Ｉ
Ｔ
技
術
の
導
入

に
つ
い
て
説
明
。
秋
の
拡

大
月
間
５
つ
の
目
標
・
19

の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
示
し
ま

ドローンで撮影

　

青
年
部
は
7
月
20
～
21

日
、
夏
季
研
修
会
を
山
口

市
「
山
口
県
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ク
」「
山
口
南
総
合

セ
ン
タ
ー
」
を
会
場
に
13

支
部
28
人
の
参
加
者
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
諸
役
員
よ

り
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、

Ｓ
Ｍ
Ｇ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

藤
井
弘
氏
か
ら
「
建
設
業

に
活
用
で
き
る
ド
ロ
ー
ン

講
習
」
と
題
し
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
が

数
か
月
か
け
て
行
う
測
量

業
務
も
、
ド
ロ
ー
ン
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
高
所
や

災
害
時
な
ど
人
が
近
寄
れ

な
い
場
所
で
も
、
短
時
間

で
高
精
度
の
３
次
元
デ
ー

タ
が
得
ら
れ
る
利
便
性
を

詳
し
く
お
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

後
半
は
最
新
の
ド
ロ
ー

ン
を
実
際
に
飛
ば
し
、
青

年
部
か
ら
出
る
要
望
に
応

え
る
形
で
操
作
し
、
計
測

や
撮
影
の
様
子
を
学
習
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
移
し

て
各
支
部
の
交
流
を
兼
ね

た
夕
食
親
睦
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
（
一
社
）
山

口
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師　

山
本
貴
子
氏
を

講
師
に
迎
え
「
見
直
そ

う
！
あ
な
た
の
生
活
習

慣
」
と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
、
普
段
の
食
事
や
飲

酒
、
喫
煙
が
生
活
習
慣
病

に
ど
う
結
び
付
く
か
を
改

め
て
学
び
ま
し
た
。
最
後

に
は
全
員
が
血
圧
測
定
を

行
い
、
現
在
の
自
身
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
、
充

実
し
た
２
日
間
の
研
修
を

終
え
ま
し
た
。

青年部
夏季研修

　

組
合
員
や
家
族
の
皆
さ

ん
に
毎
年
お
願
い
し
て
い

ま
す
「
国
庫
補
助
金
獲
得

の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
」
は
、

中
建
国
保
の
安
定
運
営
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
国
保
組
合
の

補
助
金
は
法
律
に
基
づ
い

た
も
の
で
す
が
、
そ
の
位

置
づ
け
は
「
補
助
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
規
定
で
す

が
、
市
町
村
国
保
は
「
負

担
す
る
」
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
組
合
員
が

声
を
上
げ
て
要
請
す
る
こ

と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
手
書
き
ハ
ガ

キ
要
請
は
、
予
算
を
所
轄

す
る
厚
労
省
保
険
局
国
保

課
長
も
「
ハ
ガ
キ
は
（
財

務
省
と
の
折
衝
に
）
あ
り

が
た
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
秋
の
要
請
行
動
へ

の
皆
さ
ん
の
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

を
求
め
て
い
く
こ
と
」「
②

建
設
国
保
の
安
定
運
営
の

た
め
の
国
庫
補
助
、
担
い

手
確
保
・
育
成
の
支
援
を

来
年
度
概
算
要
求
に
盛
り

込
ん
で
も
ら
う
こ
と
」
と北村議員（左）

最新ドローンの講習　
　　高所や災害時にも活用

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
に
続
い
て
決

議
案
を
大
き
な
拍
手
で
採

択
、
最
後
に
ガ
ン
バ
ロ
ー

三
唱
を
行
い
ま
し
た
。
近

年
酷
暑
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
夏
の
中
央
総
決

起
大
会
で
は
デ
モ
行
進
が

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
建
設
山
口
の
参

加
者
は
午
前
中
に
、
地
元

国
会
議
員
要
請
行
動
を
実

施
。
地
元
選
出
国
会
議
員

の
議
員
会
館
事
務
所
を
訪

れ
、
建
設
国
保
の
育
成
・

強
化
に
つ
い
て
理
解
を
求

め
ま
し
た
。

　

特
に
吉
田
真
次
衆
議
院

議
員
と
北
村
経
夫
参
議
院

議
員
に
は
御
本
人
に
直
接

お
会
い
し
て

要
請
書
を
手

渡
す
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
後
、
賃

金
・
単
価
引

き
上
げ
や
年

末
ま
で
続
く

予
算
確
保
に

向
け
た
運
動

に
、
全
国
の

仲
間
と
団
結

し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

雨のなか全国から2001人が結集

し
た
。

　

ま
た
、
全
建
総
連
全
体

で
取
り
組
ん
だ「
１
０
０
万

人
国
会
請
願
署
名
」
の
成

果
と
し
て
参
議
院
本
会
議

で
請
願
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
報
告
。

　

続
い
て
建
設
業
を
取
り

巻
く
情
勢
と
課
題
に
つ
い

て
は
、
団
塊
の
世
代
が
す

べ
て
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
問
題
な
ど
の

危
機
を
脱
却
す
る
た
め

「
建
設
国
保
の
育
成
・
強

化
の
運
動
を
強
化
し
て
い

く
の
と
同
時
に
、
建
設
国

保
依
存
型
か
ら
の
脱
却
の

た
め
に
組
合
事
業
の
充
実

が
最
重
要
」
と
未
来
に
向

け
た
方
向
性
の
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、「
で
き
る
と

信
じ
れ
ば
可
能
性
が
表
れ

る
。
建
設
山
口
の
皆
さ
ん

の
本
領
が
発
揮
さ
れ
れ
ば
、

増
勢
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
み
取
れ
る
。
こ
れ
か
ら

始
ま
る
“
逆
転
の
建
設
山

口
”
に
期
待
し
ま
す
」
と

参
加
者
を
激
励
。
１
時
間

30
分
の
講
演
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
内
部
の

会
議
に
切
り
替
え
、
被
保

険
者
証
廃
止
後
の
対
応
と

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
。
全
体
で
意
思

統
一
を
行
い
、
会
議
を
終

了
し
ま
し
た
。

竹谷組織部長

中
建
国
保

ハガキ要請行動
ご協力ください
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支　部 令和 6 年 8 月末
建設山口組合員数

４月から
の増減数

阿　東 55 -6
岩　国 1,781 -18
宇　部 1,617 -18
小野田 509 -9
吉　南 1,018 -18
下　松 1,539 15
熊毛南 227 -1
下　関 991 -45
徳　山 692 -15
豊　浦 203 -1
長　門 165 -7
萩 173 -7
光 231 -4
防　府 930 -12
美　祢 160 3
山　口 1,208 -9
柳　井 451 9

計 11,950人 -143

本部青年部長
生
しょうだ

田真規さん（大工 37）

　

今
回
か
ら
青
年
部
に

コ
ラ
ム
枠
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
各
青
年

部
長
が
順
番
に
記
事
を

持
ち
回
り
で
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
本
部
青
年
部
長
、

熊
毛
南
支
部
青
年
部
長

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
生
田
で
す
。
職
種

は
大
工
で
、
年
齢
は
今

年
で
37
歳
に
な
り
ま
す
。

　

職
歴
は
高
卒
か
ら

と
な
る
の
で
18
年
目

で
、
独
立
し
て
か
ら
は

11
年
目
に
な
り
ま
す
。

組
合
も
19
歳
か
ら
顔

を
出
し
て
い
た
の
で
、
青
年
部
の
中
で
も
な
か

な
か
の
古
株
で
す
。

　

家
族
構
成
は
、
妻
と
二
人
の
男
児
と
三
匹
の

猫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

仕
事
の
方
は
と
い
い
ま
す
と
、
直
接
の
お
客

様
、
知
り
合
い
の
業
者
さ
ん
や
建
築
他
業
種
の

方
々
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
等
、
お
か
げ
さ
ま
で

仕
事
が
趣
味
の
私
と
し
て
は
、
楽
し
く
仕
事
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
子
供
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
た
こ

と
も
あ
り
、
自
分
も
久
々
に
社
会
人
の
軟
式
野
球

チ
ー
ム
に
も
顔
を
出
す
よ
う
に
な
り
、
趣
味
ら
し

い
趣
味
を
も
つ
こ
と
が
で
き
そ
う
で
、
毎
日
の
よ

う
に
子
供
と
Ｂ
Ｓ
で
野
球
中
継
を
見
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
各
支
部
青
年
部
長
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
ど
ん
な
青
年
部
員

が
登
場
す
る
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
７
月
１
日
か

ら
８
月
31
日
の
間
、
山
口

県
内
の
熱
中
症
に
よ
る
救

急
搬
送
人
員
（
速
報
）
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

の
同
期
間
と
比
べ
１
０
４

人
増
の
８
２
４
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
対
処
方
法
は

様
々
あ
り
ま
す
が
、
①
風

通
し
の
良
い
場
所
や
ク
ー

ラ
ー
の
聞
い
た
室
内
な
ど
、

涼
し
い
環
境
へ
避
難
す
る

②
体
に
水
を
か
け
て
、
う

ち
わ
や
扇
風
機
な
ど
で
仰

ぐ
こ
と
に
よ
る
冷
却
③
水

分
・
塩
分
の
摂
取
等
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

自
力
で
水
分
補
給
が
で

き
な
い
と
き
は
、
速
や
か

に
医
療
機
関
に
か
か
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

熱
中
症
の
症
状
は
三
段

階
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
一

段
階
「
め
ま
い
・
失
神
、

筋
肉
痛
、
筋
肉
の
硬
直
、

大
量
の
発
刊
」
な
ど
の
比

較
的
軽
い
症
状
の
場
合
は
、

右
記
①
②
③
の
手
当
て
で

良
い
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

二
段
階
「
頭
痛
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
虚
脱
感
」
な
ど

の
症
状
や
三
段
階
「
意
識

障
害
、
け
い
れ
ん
、
手
足

の
運
動
障
害
、
高
体
温
」

な
ど
の
重
い
症
状
が
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼

ん
で
病
院
へ
搬
送
し
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
に
入
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
は
つ
づ

き
ま
す
。
熱
中
症
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
を
受
け
て

宇
部　

土
井
山　

悠
治

（
電　

工
）

　

先
日
、
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
た
。
毎
年
、
体
重

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
て
、
減
り

に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

健
康
の
た
め
に
も
少
し
運

動
を
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

建
設
山
口
で
は
、
全
建

総
連
の
組
織
拡
大
月
間
に

合
わ
せ
て
９
月
か
ら
11
月

を
「
秋
の
拡
大
月
間
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

組
織
が
拡
大
す
れ
ば
、

私
た
ち
の
運
動
に
お
い
て

「
数
は
力
」
と
な
り
、
大

き
く
前
進
し
ま
す
。

　

８
月
末
現
在
、
建
設
山

口
の
組
合
員
数
は

１
万
１
９
５
０
人
と
な
り

ま
し
た
。
年
度
初
め
の
４

月
か
ら
み
る
と
加
入
者

４
３
２
人
、
脱
退
者
が

５
７
５
人
で
１
４
３
人
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
に
未
加
入
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
組
合

へ
の
加
入
を
勧
め
て
み
て

く
だ
さ
い
。
組
合
の
魅
力

を
一
人
で
も
多
く
の
方
へ

伝
え
て
仲
間
に
迎
え
入
れ

ま
し
ょ
う
。

　

年
間
増
勢
に
向
け
て
、

１
人
１
人
が
組
合
員
で
あ

る
と
い
う
誇
り
と
自
覚
を

持
ち
、
大
き
な
組
織
に
し

て
い
く
た
め
共
に
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

青 の 時
と

 間
き

 ⑴
新連載

楽
し
い
日
々
を
送
る

下
松　

吉
田　

亜
衣
子

（
パ
ー
ト
）

　

仕
事
を
初
め
て
４
カ
月
。

毎
日
が
初
め
て
の
こ
と
だ

ら
け
で
、
と
て
も
楽
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
子
供
の
こ
と

で
お
金
も
か
か
る
し
、
が

ん
ば
る
ぞ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

吉
南　

斉
藤　

み
ど
り

（
主　

婦
）

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
う
れ

し
涙
、
悔
し
涙
に
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

娘
が
シ
ョ
ー
の
ま
ね
を

萩　

白
神　

敦
史

（
防　

虫
）

　

３
歳
の
娘
と
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
家
で
娘
が

シ
ョ
ー
の
お
姉
さ
ん
の
ま

ね
を
し
て
遊
ん
で
い
た
の

で
驚
き
ま
し
た
。
楽
し
く

て
良
い
思
い
出
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。

熱
中
症
予
防
の
た
め
に

防
府　

阿
部　

裕
香

（
学　

生
）

　

熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、

屋
外
や
現
場
作
業
の
方
は

一
定
の
気
温
以
上
に
な
る

と
作
業
ス
ト
ッ
プ
に
な
る

と
い
い
だ
ろ
う
な
と
感
じ

ま
す
。

多
く
の
仲
間
を
組
合
へ

多
く
の
仲
間
を
組
合
へ

秋
の
拡
大
月
間
中

秋
の
拡
大
月
間
中

 

URL▶ http://y-syokunou.com/

ホームページでも技能検定の
ご案内をしています。お問い

合せ先 山口県職業能力開発協会 ☎083-922-8646
山口市旭通り二丁目９-19
山口建設ビル３階

10月７日（月）～10月18日（金）まで受検申込期間令和６年度（後期）

◎建築大工／型枠施工／◎冷凍空気調和機器施工／◎配管／◎機械・プラント

製図／防水施工／塗装／電子回路接続／金属プレス加工／家具製作／鉄筋施工

／ガラス施工／電気機器組立て／油圧装置調整／コンクリート圧送施工／樹脂

接着剤注入施工／半導体製品製造／かわらぶき／和裁／プラスチック成形／

カーテンウォール施工／自動ドア施工　等

（平成14年（2002年）１月１日以降に生まれた方が予選大会に出場できます。）
◎印は技能五輪山口県予選大会職種

若者の
受検手数料が
減額されます。

お知らせ ものづくり分野に従事する若者の確保・育成
を目的として、23歳未満（西暦2001年４月２
日以降に生まれた者）の方が、３級の実技試
験を受検する場合に、実技試験手数料の一
部を減額します。
詳細は受検案内書でご確認ください。

熱中症に熱中症に
ご注意をご注意を
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作・斉藤達夫

新・それぞれの秋

コ
ロ
ナ
禍
以
降

映
画
は

も
っ
ぱ
ら

自
宅
鑑
賞

劇
場
の

大
ス
ク
リ
ー
ン
で

み
た
い
も
ん
じ
ゃ

書
評
欄
で

紹
介
さ
れ
て
た

新
刊
書

読
ん
で
み
た
い
が

猛
暑
の
あ
お
り
で

フ
ル
ー
ツ
も

軒
並
み
値
上
が
り

味
覚
の
秋
も

今
ひ
と
つ

楽
し
め
ん

大
リ
ー
グ
で

日
本
人
選
手
の

活
躍
が

め
ざ
ま
し
い

記
録
更
新
が

当
り
前
み
た
い
に

な
る
と

感
動
も
薄
れ
る

高
く
な
っ
た
し

図
書
館
で

希
望
書
籍
の

予
約
す
る
か

・
・

リレーエッセイ 179

岩国　松永　裕治
（塗装・40）

やま
ぐち

10人にクオカード

〈
解
き
方
〉
カ
ギ
を
ヒ
ン

ト
に
□
を
う
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｅ
の
順
に
並
べ
変
え
て

く
だ
さ
い
。

―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―

①
宮
崎
駿
監
督
作
品
。

　

○
○
○
の
動
く
城
。

⑤
二
つ
の
音
の
高
さ
の
隔

―
タ
テ
の
カ
ギ
―

②
庭
に
植
え
て
あ
る
木
。

鉢
に
植
え
て
育
て
る
木
。

盆
栽
。

③
思
っ
た
こ
と
や
感
じ
た

こ
と
を
文
字
で
書
き
表

し
た
も
の
。
○
○
章
。

④
布
地
を
ぬ
い
合
わ
せ
る

と
き
、
ぬ
い
込
み
用
と

し
て
仕
立
て
寸
法
以
外

に
と
っ
て
お
く
部
分
。

⑤
あ
る
分
野
で
成
功
し
た

人
。
不
動
産
○
○
。
石

油
○
○
。

⑥
空
中
の
低
い
所
。
地
表

面
・
水
面
に
比
較
的
近

い
空
間
。

⑦
棒
状
の
物
の
盛
り
上

が
っ
た
部
分
。
区
切
り

に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

⑧
外
国
か
ら
原
料
や
製
品

な
ど
を
買
い
入
れ
る
こ

と
。

⑩
左
右
〇
〇
〇
〇
。
も
ろ

て
。

⑪
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
が

原
産
地
の
果
物
。
黄
緑

色
で
卵
型
。

⑫
着
物
。
洋
〇
〇
。

⑬
粉
を
水
で
溶
い
た
と
き
、

完
全
に
溶
け
な
い
た
め

に
で
き
る
小
さ
な
か
た

ま
り
。

◆
◆
◆　

◆
◆
◆

　

答
え
を
ハ
ガ
キ
に
書
い

て
11
月
29
日
（
当
日
消
印

有
効
）
ま
で
に
「
や
ま
ぐ

ち
パ
ズ
ル
係
」
に
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
人
の
方
に

ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

解
答
の
ハ
ガ
キ
に
は
、

住
所
、
氏
名
、
職
種
、
支

部
名
、
年
齢
の
ほ
か
、
あ

な
た
の
仕
事
や
生
活
の
こ

と
な
ど
短
い
文
章
を
書
き

添
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
仲
間
の
声
」

掲
載
文
に
も
ク
オ
カ
ー
ド

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

◇
322
号
解
答
◇

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〈
当
選
者
﹀【
小
野
田
】
石

田
和
也
【
吉
南
】
河
口
康

二
・
林
誠
【
下
松
】
山
本

昌
臣
【
下
関
】
石
井
雅
彦

【
防
府
】
原
洋
子
【
山
口
】

坂
本
常
人
・
清
水
大
樹【
柳

井
】
江
東
育
士
・
河
田
明

美	

（
応
募
総
数
45
）

A

C

B

E D

1

7

12

14

2

11

5

15

3

10

6

9

4

13

8

目印は、はかりやのはの字！

　【
下
関
・
中
原
崇
（
大
工
・

48
）】
Ｊ
Ｒ
新
下
関
駅
在
来

線
口
を
出
て
徒
歩
１
分
、
４

つ
の
個
室
と
カ
ウ
ン
タ
ー

３
席
の
「
は
か
り
や
」
は

オ
ー
プ
ン
し
て
15
年
目
の

お
店
で
す
。

　

地
酒
や
旬
の
食
材
を
創

地
獄
の
暑
さ

いざかや「はかりや」
住　所：下関市一の宮町 2 丁目
　　　　5-12
T E L：083-257-1268
定休日：日曜日他

　私の仕事は塗装業で
す。主に外部の塗装が多
いです。外部では、この季
節の作業は１年の中でも一
番大変で危険です。同じところで
作業される業種の方なら共感される
と思います。
　年々暑さが厳しく感じるのは気の
せいではなく、毎年温度が高くなっ
ています。今年は朝の仕事が始まる
ときにはもう30℃です。
　屋上や屋根での作業は1時間作業
すると立ち眩みがして、とても危
険です。休憩も多くとるため、なか
なか思っているより作業が進みませ
ん。

　一緒に作業してくれて
いる方にも無理が無いよ
う、気を配りながら頑張って

います。地獄のような暑さとは
このことを言うのだと思います。
　調べによると熱中症での死亡者は
建設業がもっとも多いことが分かっ
ています。自分を含めて周りの仲間
にも熱中症で亡くなることが無いよ
うに、夏を乗り越えてもらいたいと
思っています。
　あと、地獄の暑さを感じる1つは
私の趣味のメダカ飼育のときです。

地
元
に
活
気
を
生
み
出
す

旬
の
食
材
で
創
作
料
理

作
料
理
で
楽

し
め
、
日
替

わ
り
の
メ

ニ
ュ
ー
や
定

番
の
人
気
メ

ニ
ュ
ー
を
女

性
ス
タ
ッ
フ

た
り
。
ピ
ア
ノ
の
○
○

○
○
が
狂
っ
て
い
る
。

⑦
広
く
行
き
渡
る
こ
と
。

⑨
手
で
持
て
る
く
ら
い
の

岩
の
小
さ
い
も
の
。

⑩
陸
上
の
道
。
陸
上
の
交

通
機
関
の
こ
と
。

⑪
急
ぎ
の
用
事
。

⑫
雨
と
風
。
ま
た
、
風
を

伴
っ
た
雨
。

⑭
地
中
に
打
ち
込
ん
で
見

印
や
支
柱
に
す
る
棒
。

⑮
小
さ
な
麻
袋
に
小
豆
な

ど
を
入
れ
て
縫
っ
た
も

の
。
ま
た
は
そ
れ
を

使
っ
た
遊
び
。

定番の刺盛りなど

松永さん

公式インスタグラム

が
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
で

作
り
ま
す
。

　

地
元
出
身
の
オ
ー
ナ
ー

さ
ん
は
、
都
会
か
ら
帰
省

し
た
と
き
に
、
寂
し
い
雰

囲
気
の
地
元
に
活
気
を
生

み
出
し
た
い
と
奮
起
し
、
愛

着
の
あ
る
新
下
関
に
出
店

さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
積
極
的

に
仕
入
れ
、
メ
ニ
ュ
ー
も

手
書
き
で
、
日
替
わ
り
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
い
た

だ
け
る
楽
し
み
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
定
番
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
人
気
メ

ニ
ュ
ー
は
刺
身
の
盛
り
合

わ
せ
や
納
豆
の
か
ら
揚
げ
、

里
芋
の
か
ら
揚
げ
な
ど
で
、

独
特
な
食
感
と
美
味
し
さ

が
と
て
も
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
店
内
は
可
動
式

の
掘
り
ご
た
つ
が
設
置
さ

れ
、
簡
易
式
間
仕
切
り
建

具
が
あ
り
、
人
数
に
合
わ

せ
て
個
室
に
な
る
た
め
、
友

人
や
職
場
の
同
僚
、
家
族

な
ど
２
～
20
人
ま
で
対
応

で
き
、
宴
会
や
パ
ー
テ
ィ
ー

も
多
い
そ
う
で
す
。
コ
ー

ス
料
理
の
予
約
も
相
談
で

き
る
そ
う
で
す
。

　

新
鮮
な
海
の
幸
、
山
の
幸
。

美
味
し
い
お
酒
を
お
手
ご
ろ

な
価
格
で
堪
能
さ
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　愛車、愛妻、愛娘、愛犬・・・。人それ
ぞれに「愛○」の○には色々なことが考え
られると思います。組合員の皆さん、「愛○」
の○を入れてください。
　そして、それにまつわるエピソードと写
真を建設山口教宣部まで送付してくださ
い。投稿をお待ちしています。

　あわせて、「お気に入りの場所」の原稿
も募集します。ご自分のお気に入りの場所
で、皆さんにもおすすめの場所についてお
書きください。こちらの記事にも写真を添
えて、建設山口教宣部までお送りください。
掲載者にはクオカードをお送りいたします。
　よろしくお願いします。

 「愛○」「お気に入りの場所」の
原稿募集中


